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羽村駅 ５市３町１村から３５０人 
宇都宮さん熱い訴え 東京２５区の歴史的場に 
都知事選最終盤の 7月 2日、青梅線の羽村駅で宇都宮候補の街頭演説会が開かれた。応援弁士は、立憲民主党の菅直

人氏、共産党の宮本徹氏、社民党の福島みずほ氏（メッセージ）。広い東京に候補者カー1台の制約のもと、西多摩地域

に候補者本人が来ることは珍しい。「都政を変えよう！西多摩・昭島市民の会」の山下代表が、横田基地問題も重大な争

点であり、宇都宮さんに是非来てもらいたいと熱心に働きかけて

実現したもの。 

東京25区の5市3町1村から参加者が駆け付け、東口ロータ

リーを囲むように約350人が集まった。立憲、共産、社民の地方

議員、無所属の地方議員も勢揃い。 

ＣＶオスプレイなどの激しい訓練、騒音被害などを「基地撤

去の会」の髙橋美枝子さんがパネルを示し告発。これを受けて宇

都宮さんは、オスプレイの配備反対、地位協定の見直しを沖縄に

連帯して闘うと表明。小池都知事が公約を守らない「三多摩格差」

是正にも取り組むと力説した。 

解散総選挙が近いかもしれない。都知事選における「市民と

野党の共闘」を発展させ、今度こそ25区で勝利しようと決意を

固める歴史的な場となった。 
 

東京１２区(北区)､共闘体制格段の進化 
都知事選挙は「みんなで選挙＠東京 12 区」（みなせん 12）、立民党・共産党・社民党・新社会党などで市民と野党の

本気の共闘体制の下でたたかわれています。前回の都知事選（鳥越選挙）と比べても共闘体制は格段の進化をとげてい

ます。たとえば「野党共闘」という名でLINE グループを立ち上げ、「みなせん 12」の中心メンバーと各政党の代表者

らがLINEグループに加わり、日々刻々リアルタイムで意見交換や行動計画などを頻繁に相談し合っています。「野党共

闘」の LINE グループが知事選・都議補選の「選対」の役割をはたして

おり、常にチェックしていないと「乗り遅れ」てしまいます。6月26日

の都議補選告示日には宇都宮健児候補、斉藤りえ都議補選候補の合同演

説会が赤羽駅東口で開催され、立民党の蓮舫議員、共産党の小池書記局

長もかけつけ、聴衆が次々足を止め駅前がいっぱいになりました。革新

懇事務局のメンバーは「みなせん 12」に加わり 26 日以降、連日区内主

要駅頭で横断幕、プラスターを掲げてスタンデイングにとりくんでいま

す。 
 

八王子駅 500 人の聴衆

にアピール 
知事選挙最終版となった7月1日、宇都宮候補が

八王子入り。候補者カーは市内をめぐってきまし

た。10時50分からの八王子駅北口演説を成功させ

ようと革新都政の会のメンバーは早朝7時から宣

伝。延べ60人がプラスターを持ち、ビラの配布、

メガホン宣伝を行いました。  

聴覚障がいの方や希望のまち東京をつくる会



など市民応援弁士からも宇都宮候補へ期待の声。尾林弁護士は、【2面につづく】 

小池都知事が都立病院を独立行政法人化しようとしていることに対して、他県の例も示してきっぱりＮＯ！今こそ充実を

と力強く訴え。  

宇都宮候補はコロナ危機に対する都民補償を財源もしっかり示して実施することを約束。宇都宮さんこそ、99％の都

民の味方。正直、公正・公平な弁護士を押し上げましょう。宇都宮さんが都知事になれば、都政が変わる、国政も必ず

変わります。「安倍政治いやだ、許せない」の声を宇都宮候補へ！ 

【「革新都政をつくる八王子の会」ニュースNO8より転載】 
 

練馬・豊島 市民と野党が共同で宣伝行動 
駅頭・商店街でビラ、練り歩き、お帰りなさい宣伝 
練馬区は、6月 13日に市民と野党の結集をめざし結成した「ねり

ま宇都宮けんじサポーターズ」（略ねりけん）は、発足以来、駅頭宣

伝を中心に活動してきましたが、7月1日は、18時30分から練馬駅、

石神井公園駅、大泉学園駅、光が丘駅の 4 か所で同時宣伝を行い合

計 100 名以上が参加、法定 2 号ビラを雨の中まききりました。その

ほか、「未来区ねりま」は、25日に講師の永山利和さんのほか、共産

党参院議員の山添拓さん、立憲民主党9区総支部長の山岸一生さんを

迎えて学習会を開き、29日には、「練馬・文化の会」が東京自治問題

研究所理事長・和光大教授の山本由美さんを迎えて都政の学習会を

開くなど、様々な取り組みを行ってきました。7月2日以降も各駅で

20 時以降の「お帰りなさい宣伝」を予定し、3 日 1 時には石神井公

園駅に宇都宮けんじさんを迎えて大集会を開きます。（写真は、1日の練馬駅南口の宣伝） 

豊島区は、6月12日に「豊島区・宇都宮さんを勝たせる会」を発足、区内の団体、個人が久しぶりに市民と野党の共

闘をめざし集まりました。その後16日に池袋駅西口の街頭宣伝をはじめ、連日、各駅頭で、宣伝を行っています。巣鴨

地蔵通り商店街では、のぼり、横断幕、プラスターを持ち、「都知事は宇都宮けんじ、よろしくお願いします」と呼びか

けました。6 月 21 日には池袋駅西口に宇都宮けんじ候補を迎えて 400 人近くが集まり、「心こもった」宇都宮さんの演

説に皆が聞き入りました。7 月 2 日以降もポスターの張替え、駅頭宣伝に市民と団体が一緒になって行うことになって

おり、若い人が多く参加しているのも特徴です。 


